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結果

MEPSを用いたJIT Modelingによる
翌日日射量推定に関する基礎的検討

研究背景・目的

数値予報システム：MEPS(Meso-scale Ensemble Prediction System)1)

入力(14要素) 出力

太陽高度，昼時間，MEPSデータ(12要素) 日射量実測値2)

JIT Modelingに使用したMEPSデータの要素名
日射量，海面更正気圧，気温，気温と露点温度の差，
積算降水量，風の東西成分(地表，1000hPa，950hPa)，
風の南北成分(900hPa)，雲量(中層，下層，全雲量)

• 入出力関係を示すデータベースを用いた予測モデル

• 予測対象の入力ベクトルに似た入力を持つ近傍をデータベース
からK個探索。近傍を中心としたカーネル関数を重畳し確率密
度関数を作成。確率密度関数の累積確率がX[%]（目標信頼度）
となる端から同量だけ切れる値を信頼区間上限・下限とする。

• 近傍数K＝30，目標信頼度X＝95％で実施

• 複数メンバーを使用する場合、各メンバー個別に確率密度関数
を作成、全て重畳した確率密度関数を使用し信頼区間を算出
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• 太陽光発電には天候による発電電力量変動が存在するため、
電力系統への悪影響が出る。

• 電力のエネルギーマネジメントのために予測情報(発電電力量・負
荷量)が不可欠である。

• 太陽光発電電力量に影響する日射量の予測に関して、気象庁の
数値予報システムMEPS(Meso-scale Ensemble Prediction System)
を利用した実測値が100％入る信頼区間推定を行う。

• 前橋地方気象台(群馬県前橋市)の日射量観測点に最も近い地点のMEPSを使用2)

• 毎時間MEPSの予測値の最大値を信頼区間上限値，最小値を信頼区間下限値とする

• 2018年6月6日～10月6日の5～19時で実測値が信頼区間に入る割合は56.9％
• MEPS単独での信頼区間推定では活用が難しいため、他モデルの後処理が必要

→Just-In-Time Modeling(JIT Modeling)で実測値が信頼区間に入る割合を上げる3)4)

• 気象庁の数値予報システムの1つであり、2019年6月より運用開始

• 気象庁の数値予報システムである気象庁メソモデル（MSM、従来より運用されてい
る単一の予測）と、MSMの計算時に摂動を与えて計算した20のアンサンブル予報の
計21メンバーの気象予報値を計算する予報システム

• 21メンバーのばらつきにより、MSMの信頼度を把握可能

• 5㎞間隔で初期時刻(日本時間3時，9時，15時，21時)から39時間先までの気象予報
値を1時間毎に計算

Fig.2. 2018年9月13日(群馬県前橋市)の日射量の時系列

• MEPSを使用したJIT Modelingの信頼区間は99％の割合で
実測値が入る。

• MILは2.5倍となるため、幅の低減が課題となる。

PICP(Prediction Intervals Coverage Probability)
：実測値が信頼区間に入る割合5)

PICP [%] =
𝑛𝑛
𝑁𝑁

× 100 𝑛𝑛 ：信頼区間に実測値が入る時間数

𝑁𝑁 ：全時間数

MIL(Mean Interval Length)：信頼区間の幅の平均値5)

MIL [kWh/m2] =
1
𝑁𝑁
�
𝑖𝑖=1

𝑁𝑁

𝛿𝛿𝑖𝑖
𝛿𝛿𝑖𝑖 ：信頼区間の上下限値の差

𝑁𝑁 ：全時間数

• 高いPICPかつ小さいMILを持つことが目標である。
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・MEPSを使用したJIT Modelingの日射量信頼区間推定の実施により，実測値がほぼ100％入る信頼区間が作成可能である。

・今後，PICPを維持しMILが減少可能な信頼区間推定の開発を行う。
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Fig.1. 日射量予測（点推定・信頼区間推定）の概念図

日射量実測値が入る範囲を予測

信頼区間推定

対象時刻の日射量の1点を予測

点推定

最大値：信頼区間上限 最小値：信頼区間下限

【MEPS単独による信頼区間推定】

Fig.3. 1入力1出力(近傍数K=4)の概念図

Table.1. JIT Modelingのデータベースの入力と出力

Fig.4. PICPとMIL・信頼区間の最大幅 Fig.5. 2018年9月13日(群馬県前橋市)の
日射量の時系列

【Just-In-Time Modeling】 • 2018年6月5日～10月5日の初期時刻15時のMEPSを使用し、
前橋地方気象台の5～19時の翌日日射量(2018年6月6日～
10月6日)を4分割クロスバリデーションにて予測(計1845時間)
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【評価指標】

【信頼区間推定の結果】
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